




これらのことから，アンモニア分解速度を早く高めるた

めの方法として，ヒーターでの加温とアンモニア添加をす

る方法が簡便な方法になり得る。また，本調査の結果，各

区のアンモニア分解速度の最高値が 10,000～15,000 mgN

／日の間にあったことからも，簡易ろ過装置の最大分解速

度は，15,000 mgN／日程度であることが示唆された。 

 

4）陸上低塩分養生に適した仕立て技術の検討 

方法 

①挿核手術前の貝の閉殻力と無キズ珠率の関係 

 挿核手術前の貝の閉殻力と無キズ珠率の関係を把握す

るための試験を 6～10 月の間に 4 回行った。各試験の挿核

手術を行う 1 週間前に貝の閉殻力を測定した。供試貝には，

閉殻力が 1.0～1.9kgf（1kgf 区），2.0～2.9kgf（2kgf 区），4.0

～4.9kgf（4kgf 区）の貝を用いた。各試験において各区 60

個体に挿核手術を行い，塩分 25psu の海水入りの大型循環

濾過水槽に 8日間収容した後，真珠筏で 4日間飼育した（計

12 日間養生）。沖出し後の養成期間は 60 日間とし，その

後真珠を採取した。 

②低塩分養生における貝の動きと無キズ珠との関係 

本試験は，6～9 月に 2 回行った。水温 22℃の塩分 25psu

（塩分 25 区），33psu（塩分 33 区）の海水を満たした大型

循環濾過水槽それぞれ 1 基に，挿核貝を 120 個体ずつ収容

した。供試貝は個体識別するため，1 個体ずつバスケット

に入れ収容した。水槽への収容期間は 12 日間とし，毎日

1 回，各供試貝が動いたかどうかを確認した。毎日，デジ

タルカメラで写真撮影し前日の写真と当日の写真を見く

らべて貝が動いたかどうかを評価した。水槽収容後は，沖

出しをして 60 日間の養成を行い，その後真珠を採取した。 

 

結果および考察 

①挿核手術前の貝の閉殻力と無キズ珠率の関係 

各閉殻力区の真珠採取率（平均値±標準偏差）は，1kgf

区:0.60±0.13，2kgf 区:0.75±0.09，4kgf 区:0.68±0.20 であ

った。真珠採取率には，各区間に有意差は認められなかっ

た。図 5 に挿核手術前の貝の閉殻力と採取した真珠数に対

する無キズ珠率（平均値±標準偏差）の関係を示した。無

キズ珠率には，各区間に有意差は認められなかった。これ

らの結果から，挿核手術前の閉殻力が 1.0～4.9kgf の貝で

あれば，低塩分養生を行っても，貝の閉殻力の違いによっ

て，無キズ珠率が大きく低下することはないと考えられた。 

 

 

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

1kgf 2kgf 4kgf

閉殻力

無
キ
ズ
珠

率

図 5．挿核手術前の貝の閉殻力と採取した真珠数に対する

無キズ珠率 

 

②低塩分養生における貝の動きと無キズ珠との関係 

1 回目の試験では，塩分 25 区で 94 個体，塩分 33 区で

97 個体から真珠の採取を行った。真珠を採取できた貝が

養生中に動いた回数は，塩分 25 区で平均 1.5 回（最高 9

回，全く動かなかった貝 37 個体），塩分 33 区で平均 2.4

回（最高 12 回，全く動かなかった貝 12 個体）と塩分 25

区の貝の方が塩分 33 区よりも動かない傾向が見られた。

無キズ珠について，塩分 25 区では全く動かなかった貝か

ら最も多くの無キズ珠が出現した（6 個）が，塩分 33 区

では 1～5 回動いた貝から 1～3 個の無キズ珠が出現した。

2 回目の試験では，塩分 25 区で 97 個体，塩分 33 区で 96

個体から真珠の採取を行った。真珠を採取できた貝が養生

中に動いた回数は，塩分 25 区で平均 1.6 回（最高 8 回，

全く動かなかった貝 39 個体），塩分 33 区で平均 1.9 回（最

高 7 回，全く動かなかった貝 15 個体）と塩分 25 区の貝の

方が塩分 33 区よりも動かない傾向が見られた。無キズ珠

について，塩分 25 区では全く動かなかった貝から最も多

くの無キズ珠が出現した（4 個）が，塩分 33 区では 1～3

回動いた貝から 3 個ずつ無キズ珠が出現した。これらの結

果から，低塩分養生を行うことにより，養生中の貝の動き

は抑制させると考えられた。しかし，貝の動く頻度と無キ

ズ珠の出現については，明確な傾向は見られなかった。こ

のことから，低塩分養生により無キズ珠率が向上する要因

は，貝の動く頻度以外の要因が関わっていると考えられた。 
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